服飾手芸の研究 : 被服構成におけるキルティングについて by 泉山 幸代 et al.
服飾手芸の研究 : 被服構成におけるキルティング
について









A Study of Handicraft in Dressmaking 
一一－ Quilting Skills in Dressmaking 一一一
泉山幸代 北村悦子 大信田静子
Sachiyo IzuMIYAMA Etsuko KITAMURA Shizuko 0SHIDA 
I はじめに













キルティング（ Quilting ）とは， 「保温，防護または純粋に装飾の目的で，2枚または3
枚の布地を重ねて刺すこと」で，語源はラテン語の
う意昧である。その技法は多種におよぷが，その中での数種類をみると，表布・中芯・裏布の
三枚をいっしょにステッチで縫い合わせたイングリッシュキルティング（ English quilting ) 
（写真 1）と，部分的に綿を入れ立体的な効果を表わすイタリアンキルティング（ Italian 
qmlting ) （写真2）がある。その他技法の主なものは次のようである。
・パフキルテイング （Puf quilting ）……衿，袖口などの端，ジャケッ ト， コート類の前
端に沿って線状にステッチをかけ詰め物をしたもの。
・パッチ ・ワ クー ・キルティ ング （Pachwork quilting ）……小さな布を丹念につなぎ合わ
せ，キル卜をして一つのパタ ンーに構成する。





































































































写真8 R 18世紀中頃のロープとペテイコート 写真9 ③ 1770年代のロープとペテイコー ト
キルティ ング技法が多く用いられていることが特徴である（写真7）。

















































































































ウー1, 93% I平織｜縦147.21 1.131 200 
ナイロン 7%I ｜横I35. 6 
表2 作品2の資料諸元
質｜ 組織｜薪度｜厚さ｜重さI I I (mm) I ( g/5 cm) 
ウール 100%I平織！縦Is6.4 I o.691 190 
情I57.4 
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